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異なった背景をもつ者どうしの共存の可能性を探る観点から、人種暴動や民族紛争ではなく、平和裡に

 

営まれる団地の日常生活に密着。それで暮らす人々の視点から、多人種主義と総団地化社会、標準化と

 

差異化のせめぎ合いを精緻に描き出し、グローバル化のもたらす原理的相克について考察を進める。
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